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第 1 章は緒論で，従来行われてきた多重化 PCM の同期方式に関する研究の概要を系統的に記述し，
本研究の位置づけを行っている。
第 2 章ではパルススタッフ同期化方式を用いて多重化構成された PCM ハイアラキにおける階層構
造をもったフレーム同期をシステム同期と名づけ，その復帰特性について論じている。まず，高次群
の同期復帰時，低次群の同期監視位置が種々の原因により正しい同期位置から偏位することを指摘し，

















第 5 章は結論であり 本研究の成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，パルス符号変調(以下 PCM と記す)通信方式の重要課題の一つである同期について検
討し，多重化 PCM伝送系のフレーム同期に関する理論的研究を行なったものであり，その主要な成
果を要約すると次のようである。
(1) 階層構造を有するフレーム同期についてシステム同期の手法を導入し，高次群から低次群へと順
次同期を確立していくときの復帰特性を明らかにしている。
(2) さらに，同期復帰時間を短縮する方法を新しく提案し，適用例を述べるとともにシステム全体の
総合同期復帰時間を短縮するための基本的な原理を明確にしている。
(3) また，同期復帰時間の分散が復帰特性改善法の有効性に及ぼす影響を明らかにしている。
以上のように，本論文は多重化 PCMの同期について，システム同期の見地を明確にし，その特性
改善について新しい知見を加えているものであって通信工学に寄与するところが大きい口ょっで本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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